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 第 ４ １ 回 県 南 地

区商工会青年部合

同研修会が、７月

１７日に湯前町商工

会 館 に て 開 催 さ

れ、多くの若き経

営 者 が 集 い ま し

た。鶴田正巳湯前

町長が歓迎の挨拶

をされた後、「若

い経営者の主張大

会」が 行 わ れ、

湯前町商工会青年部副部長の本村大さん=(有)魚八=が地元代表として出

場されました。「私の場合、青年部の活

動が家業に直接結び付くこともあった

が、そうでない人達も 沢山いらっ しゃ

る。しかしこれらの経験や、様々な考え

方を持った人達との繋がりが、将来もっ

と大きなプラスになるとわかった」と、心

情の変化を述べられました。湯前町商工

会青年部では、年間を通じて、「クリー

ン作戦」「潮おっぱい祭り」「夏の夜

市」など、町を活性化させる様々な活動

に携われています。なお同研修会は中

小企業診断士による講演会の後、幕を閉

じました。 

 （大会で発表する湯前町代表の本村

大さん）                    

 多良木警察署管内では、交通事故が多発しており、特に、交差点にお

ける出会頭の交通事故が全体の約5割を占めています。 

 交差点における事故の原因としては、左右の安全不確認や一時不停止

が主なものとなっています。交差点では、徐行や一時停止、左右の安全

確認を確実に行い、十分に注意して通行して下さい。また、これから本

格的な夏場を迎えますが、昨年7月、8月の交通事故による負傷者は、

全体の26%(21人)を占め、帰省・旅行等による交通量の増加や猛暑・過

労からの居眠りを起因とする重大事故が発生するおそれもありますの

で、より一層の安全運転に心掛けて下さい。 

多良木警察署管内事故発生件数 

   (平成22年7月15日現在) 

発生件数  37件 （＋７） 
死者      0人 (－１） 
負傷者   46人 （＋７） 

出会頭事故    18件   (＋２)    
       (  )内は昨年比 

一時停止標識を見落としたり、「車は 

来ないもの」との思い込みから一時停

止せずに交差点に進入しています。 

 ７月２１日に開催された生育管理・剪定整技教室は、学科と実技が隔月

で行われており、今月は、実技の月ということで、上里３区の下田敬喜さ

んのお宅で行われました。 

 大山先生は「今年の天候は、雨がザーっと降ったら晴れるの繰り返し

で、熱帯に似た気候変動がおこっている為、木の生育の仕方が例年とは

違い、よく茂っている」と話されます。そこで”すかし剪定”という日光

がよくあたり光合成しやすく、風通しが良くなる技法の指導が行われまし

た。はじめに、上部がすりばち状になるように切り、そのあと下から見

て、光が通るように指導されました。学級長の橋口満さんは「どこまで切

るかがなかなか難しい」と話されていました。剪定が終わった木は、こ

んなに切って大丈夫なのかと思うくらいすっきりしていましたが、大山先

生は「木が涼しくなって喜んでいる声が聞こえる」と話されていました。 

        う  さ  ぎ  組 担任：下田万里子先生 ２８名 

 夏の暑さを吹き飛ばすぐらい、みんな毎日元気一杯です。今は、夏祭           

 りのお遊戯の練習をしたり、岩野小学校のプールで遊んだりして、毎  

 日楽しく過ごしています。 


